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夕高祭「Change!～歴史を塗り替えろ～」
７月７・８日の２日間、第26回夕高祭が行われました。今年のテーマは「Change!～歴史を塗り替えろ
～」です。
テーマが示すように、今年の夕高祭は、昨年以前とは大きく変わりました。生徒数が少なくなり、今ま
でと同じやり方ではうまくいかないことも多くなりました。生徒会を中心に話し合いを重ね、恒例となっ
ていた仮装パレードをやめる決断をしました。代わりに、全校生徒でのよさこい演舞を披露。衣装も生徒
たちが手作りし、みんなで協力して新しい夕高祭をつくり上げました。
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生きるに向き合う博物館
・地域で支え、関わり、学ぶ場としての博物館
・地域の記憶を補完する博物館
・変化し続ける博物館

石炭博物館改修工事が始まります

博物館再生の活動

博物館改修に向けて

座談会 模擬坑道内覧会 友の会活動 まちあるき

　まちから炭鉱がなくなりつつあった昭和55年、石炭博物館はまちの発展を支えた石炭産業を伝え残す施設として開館し、夕張市
の観光事業のなかでも目玉施設として多くの人に利用されてきました。その後、市を取り巻く情勢は大きく移り変わってきましたが、
なお博物館はその本来の役割を変えることなく存続しており、その存在意義は極めて大きいものです。
　しかしながら、開館から30余年経過した施設は老朽化が著しい上、市民が足を運ぶ機会も減少していました。また時代変化に伴
う館内展示の見直しも必要でした。教育委員会では、これらの課題を解決し、今日まで積み重ねられてきた夕張の歴史を次の世代
に残していくために、多くの人々の協力を得ながら約3年間に渡る博物館の再生事業に取り組んできました。今回、この活動を通じて
得たことに基づく改修工事により、新たな博物館へと生まれ変わります。

　平成27年、映画祭期間中に行われたフォーラムから博物館の再生事業は始まりました。このとき市がフォーラムの中で「みんなで
つくる」というこれまでの博物館にはない概念を打ち出し、ここから館と人をつなぐ博物館再生の活動を始めます。
　まず町内会のふれあいサロンで普段の暮らしやこれまでの体験談などを聞き、博物館を取り巻く現状やこれからのまちのことに
ついて直接話すことで情報を共有してきました。さらに、記憶の中のまちの姿を聞き取る座談会や外部団体と連携した地域の魅力
を再発見する行事の開催で博物館の活動と人を結びつけ、平成28年には「博物館友の会」を発足することで市民の方に直接関わっ
てもらう素地を整えました。同じ年には計画段階から市内有識者に関わってもらった模擬坑道の専門的な補修工事を実施、本館改
修に先駆けて完成させることができました。
　私たちは、ひとりでも多くの方が博物館に興味関心を持ち、関わってもらうことを目指して活動を進めてきました。そのなかでここ
で暮らした人々の営みやそこから生まれた文化、生き方を学ぶ機会をつくり、夕張がこれまで経験してきた数々の出来事とともに館
内に収蔵された貴重な資料などを将来へ伝え残していく事が博物館には必要であると考えました。

　平成28年から本館の改修工事に向けた動きがスタートしました。これま
での活動を通して見えた目指すべき博物館像を明文化し、新たな博物館の
コンセプトを定めました。

　このコンセプトをもとに新たな博物館を共に考えるワークショップを開
催、ここで交わされた意見を建物改修・展示内容に反映させました。また改
修後の博物館運営を見据え、参加型の資料整理や地域住民が講師となる
学習会の開催など、博物館と地域住民をつなぎ、愛着を持てる施設づくりを
目指した活動を行いました。
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問合せ先
市教育課教育係　☎52-3166
yubari.museum@city.yubari.lg.jp
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博物館本館の改修工事の内容について

1 階

2階

　改修工事では、２階建ての博物館本館・地下坑道の老朽箇所の補修とともに、新たな博物館に必要な機能を付け加えます。
展示内容も大幅にリニューアルを行い、これまで以上に郷土の歴史を伝えることができる空間となります。

　改修工事は平成30年3月まで行い、春にはリニューアルオープンの予定となっ

ています。なお現在はすでに、改修を終えた旧北炭夕張炭鉱模擬坑道の公開を

行っています。営業の詳細につきましては市ホームページをご確認ください。
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～ 高額療養費の見直しについて ～

１か月の自己負担限度額　（※１）区　　　分
平成29年７月まで 平成29年８月から
44,400円 57,600円外　来〔個人単位〕

現役並み所得者

一般

区分Ⅱ

区分Ⅰ

住民税
非課税
世　帯

■高額療養費の自己負担限度額が見直しされます
●高額療養費の自己負担限度額が、平成29年8月から次のとおり見直しされます。

■入院時生活療養標準負担額（居住費）の金額が見直しされます

問合せ先
北海道後期高齢者医療広域連合
〒060-0062　札幌市中央区南２条西14丁目　国保会館６階
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎011－290－5601

市健康保険係
　　　 ☎52-3105

●療養病床に入院したときの居住費が、平成29年10月から見直しされます。
【平成29年９月まで】

外来＋入院〔世帯単位〕

外　　来〔個人単位〕
外来＋入院〔世帯単位〕
外　　来〔個人単位〕
外来＋入院〔世帯単位〕
外　　来〔個人単位〕
外来＋入院〔世帯単位〕

（医療費総額－267,000円）
×0.01＋80,100円（※２）

12,000円
44,400円
8,000円
24,600円
8,000円
15,000円

（医療費総額－267,000円）
×0.01＋80,100円（※２）
14,000円（※３）
57,600円（※４）

8,000円
24,600円
8,000円
15,000円

※１　月の途中で75歳の誕生日を迎えることにより加入する方（障害認定で加入する方は除く）は、加入した月の自己負担限
度額が１/２に調整されます。　　　

※２　多数該当（過去12か月に３回以上世帯単位における高額療養費の支給に該当し、４回目以降の支給に該当）の場合の
自己負担限度額は44,400円です。

※３　１年間（８月１日から翌年７月31日まで）の外来の自己負担額合計の限度額が144,000円となります。
※４　一般区分においても多数該当（※２）が設定されます。

【平成29年10月から】

区　　　分 入院時生活療養費
以下のいずれにも該当しない方 １日につき320円
厚生労働大臣の定める者（指定難病患者を除く） １日につき０円
指定難病患者 １日につき０円
老齢福祉年金受給者 １日につき０円

区　　　分 入院時生活療養費
以下のいずれにも該当しない方 １日につき370円
厚生労働大臣の定める者（指定難病患者を除く） １日につき200円
指定難病患者 １日につき０円
老齢福祉年金受給者 １日につき０円
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平成29年７月まで 平成29年８月から

■国保のお話 vol.1

外　来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）

※１　過去12ヵ月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。

国民健康保険は、病気やケガをしたときに安心して医療を受
けられるよう皆さんで保険料を出し合い、助け合う制度です。
皆さんで支えている国民健康保険制度。その内容や取組みに
ついて、少しずつ知っていただくことを目的として、シリーズでお
伝えします。
今回は、70歳以上の方の高額療養費の上限額の変更について
お知らせします。

70歳以上の皆さまへ 平成29年８月から 高額療養費の上限額が変わります

問合せ先　市健康保険係　☎52-3105
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57,600円
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＋（医療費
　　－267,000円）
　　　　　 ×１%
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八
月
中
、開
設
。

八
月
中
、開
設
。

バスまちスポット
南清水沢３丁目27番地の４
（ホーマックニコット夕張店様正面左側）

○バスまちスポットとは
南清水沢３丁目ホーマックニコット夕張店様そばに設置される、バス

の待合機能をもつ施設。拠点複合施設開設までの“つなぎ”の施設である
ことから、いわゆるプレハブ建ての簡素なものであるが、そこには夕張高
生のChallenge More Spiritsが息づいている。

○整備に至る経緯
平成31年度中に南清水沢に開設予定の拠点複合施設までの“つなぎ

の施設”として、バスの待合機能などを持たせた施設を整備します。
この施設の空間デザインなどについては、夕張高校の家庭科の授業

で、３年生の生徒たちが考えました。生徒たちは、まちの課題を“自分事”
として考え、自分たちだけではなく、後輩、地域の方々などが使いやすい
ようにと、計７時間知恵を絞ってくれました。その成果が８月中、カタチ
になります。
生徒たちの出したアイデアにより、お年寄りや子育て世代が使いやす
いように小上がりスペースを用意するほか、バスを待つ時間を有効に使
えるようにと、仕切られた学習スペースなどが用意されます。
まさにこの施設は、Restar tした夕張における、夕張高生のChal-

lenge More Spiritsの一つの成果といえます。

○組織の閾をこえた協力も
この施設を整備していく中で、トイレを置くことが難しいという問題

に直面しました。
しかし、人が集まる施設、トイレの機能は確保しなければなりません。
そこで、ホーマックニコット夕張店様に同店の設備を使用させていた
だけないかお願いをしたところ、快く受け入れていただきました。
夕張高生は、ただ好意に甘えることなく、自分たちには何ができるかを
含めた、ホーマックニコット夕張店様へのお願い文の内容を考えました。

こんなChallengeも、始まっているのです。

破たんから10年
できない理由を言ってきた
しかし、一番の被害者は誰であったか
それは子どもたちだ
彼らがChallengeできる環境をつくる
そのために
我々大人には、何ができるのか

問合せ先　市まちづくり企画室　☎52-3141
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住宅取得等補助金について

住宅などの除却費用の補助について

◆ 随時受付します ◆

※　申込が予算額に達していないため、随時受付します。なお、予算額に達した場合は
ホームページに掲載します。

すでに倒壊している建物や昭和56年５月31日以前に着工された建
築物が対象となります。北海道ならではの落雪トラブルなど、重大な事
故が起こる前に除却をご検討下さい。
補助金の限度額は、20万円です。（工事費用の30％が補助されます。）
地元企業との工事請負契約が必要です！

■申込期間　　随時受付

個人が所有する建築物などの除却工事に係る費用の一部を補助します。

※補助要件や申請書類などの詳しい内容については、お問い合わせください。

■各補助金の概要

（１）新築住宅取得費補助金　（２）中古住宅取得費補助金
（３）リフォーム工事費補助金

問合せ先　市建築住宅係　☎52-3119

制度名 新築住宅取得費補助金 中古住宅取得費補助金 リフォーム工事費補助金

1. 市民が新築または購入
100万円 /戸

2. 転入者が新築または購入
150万円 /戸

3. 子供が１人
40万円 /戸 加算

4. 子供が２人以上
80万円 /戸 加算

5. 市内業者による施工
20万円 /戸 加算

1. 市民が中古住宅を購入

取得額の 25％　　　
限度額が 50万円 /戸

2. 転入者が中古住宅を購入

取得額の 30％　　　
限度額が 75万円 /戸

3. 子供がいる（人数制限なし）

25万円 /戸 加算

1. 市内業者によるリフォーム

工事費の 20％　　　
限度額が 50万円 /戸

2. 市外業者によるリフォーム

工事費の 10％　　　
限度額が 30万円 /戸

1.補助金の交付をうけてか
ら、５年以上継続して本市
に住まわれる方

2.市税などを滞納していない

1.｢北海道長期優良住宅建築
等計画｣における断熱性能
に適合すること。

2.地域要件の範囲内
　（社光～平和、清水沢など）

1.補助金の交付をうけてか
ら、５年以上継続して本市
に住まわれる方

2.市税などを滞納していない

1.地域要件の範囲内
　（社光～平和、清水沢など）
2.中古住宅の取得額(消費税
を除く)が100万円以上で
あること

1.補助金の交付をうけてか
ら、５年以上継続して本市
に住まわれる方

2.市税などを滞納していない
3.所得制限以下であること

1.次のリフォーム工事
　● バリアフリー工事
　● 省エネ工事
　● 耐久性向上工事
2.リフォーム工事費(消費税を
除く)が50万円以上である
こと

補助対象者

補助条件

補助額
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キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
１
１
０

子
ど
も
食
堂
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
26
日

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
は
、今
年
４
月
か
ら

月
に一
度
開
催
さ
れ
る「
こ
ど
も
食
堂
」へ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

「
こ
ど
も
食
堂
」は
、小
学
生
の
居
場
所
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
、清
水
沢
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ゲ
ー

ト
を
解
放
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
校
会
員
４
名
が
参
加
し
、放
課
後
の
２

時
間
ほ
ど
の
時
間
を
、勉
強
を
教
え
た
り
、外

で
遊
ん
だ
り
、一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
た
り
し
な

が
ら
小
学
生
と
過
ご
す
生
徒
の
様
子
は
、充

実
感
で
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

２
学
年
「
課
題
研
究
」

　

外
部
講
師
に
よ
る
授
業　

６
月
19
日

　

夕
張
商
工
会
議
所
専
務
理
事
の
小
網
敏

男
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
夕
張
か
ら
見
る

地
域
づ
く
り
、人
づ
く
り
」に
つ
い
て
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

夕
張
市
の
歴
史
を
よ
く
知
る
小
網
氏
か
ら

は
、石
炭
で
栄
え
て
い
た
頃
の
話
か
ら
、夕
張

市
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
の
分
析
ま
で
、

様
々
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今

後
も
、作
成
い
た
だ
い
た
丁
寧
な
資
料
を
も
と

に
、夕
張
市
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

第
70
回
北
海
道
高
等
学
校

　
　
　

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
12
〜
14
日

　

旭
川
市
花
咲
ス
ポ
ー
ツ
公
園
陸
上
競
技
場

で
第
70
回
北
海
道
高
等
学
校
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
校
か
ら

は
４
名
の
選
手
が
参
加
し
、２
年
生
の
板
谷

さ
ん
が
５
０
０
０
メ
ー
ト
ル
競
歩
に
出
場
し
、

38
分
30
秒
04（
16
位
）の
タ
イ
ム
で
、自
己
ベ
ス

ト
を
更
新
し
ま
し
た
。

３
学
年
家
庭
総
合

　

夕
張
市
と
の
連
携
授
業　

６
月
22
日

　

３
学
年「
家
庭
総
合
」の
授
業
で
は
、夕
張

市
役
所
と
連
携
し
て
住
居
学
を
実
践
し
ま

し
た
。市
と
の
連
携
授
業
で
は
、本
校
が
あ
る

清
水
沢
地
区
に
８
月
に
設
置
さ
れ
る
バ
ス
待

合
ス
ペ
ー
ス（
バ
ス
ま
ち
ス
ポ
ッ
ト
）の
内
部
空
間

を
、生
徒
が
考
え
市
へ
提
案
す
る
こ
と
に
な

り
、本
時
は
全
７
時
間
予
定
し
て
い
た
授
業
の

最
終
回
で
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、北
海
道
新
聞
社
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
取
材
が
入
り
少
々
緊
張
気
味
で
し
た
が
、

各
班
ご
と
に
話
し
合
い
の
成
果
を
し
っ
か
り
と

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
し
た
。高
校
生

な
ら
で
は
の
柔
軟
な
発
想
や
鋭
い
意
見
が
盛

り
込
ま
れ
た
バ
ス
ま
ち
ス
ポ
ッ
ト
の
完
成
が
、

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

３
学
年 

家
庭
科 

子
ど
も
の
発
達
と
保
育

  

「
第
１
回
保
育
園
実
習
」　

６
月
28
日

　

３
学
年
家
庭
科
の
選
択
科
目「
子
ど
も
の

発
達
と
保
育
」で
は
、清
陵
保
育
園
を
訪
問

し
、実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

７
名
の
生
徒
た
ち
は
、０
歳
児
、１
〜
２
歳

児
、３
〜
５
歳
児
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、子
ど

も
た
ち
と
過
ご
す
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
段

階
を
観
察
し
ま
し
た
。ま
た
、緊
張
し
な
が
ら

も
事
前
に
練
習
し
た
手
遊
び
や
大
型
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
披
露
し
ま
し
た
。
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ゆ
う
ば
り
小
学
校
と
夕
張
中
学
校
の
資
料
室

を
開
放
し
て
い
ま
す
。本
市
の
歴
史
や
教
育
に
つ

い
て
の
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、事
前
に
学
校
に
連

絡
の
う
え
、当
日
学
校
の
受
付
に
お
声
か
け
く
だ

さ
い
。

◆
資
料
室
の
開
放
時
間　

平
日　

午
前
９
時
〜

午
後
４
時　

※
平
日
で
も
開
放
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

ゆ
う
ば
り
小
学
校　
　
　

  　
☎
59
―
７
３
２
８

夕
張
中
学
校　
　
　
　
　
　

  

☎
59
―
７
３
４
０

　

前
回
は
肥
満
の
定
義
と
判
定
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
し
た
。今
回
は
、肥
満
の
分
類
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

肥
満
の
分
類

　

肥
満
は
脂
肪
の
つ
い
て
い
る
場
所
に
よ
っ
て
大
き

く
２
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

●
内
臓
脂
肪
型
肥
満（
上
半
身
肥
満
）〜
男
性
に

多
く
、腸
管
を
固
定
す
る
腸
間
膜
の
周
り
に
脂
肪

が
溜
ま
る
。糖
尿
病
、高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣

病
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
。

●
皮
下
脂
肪
型
肥
満（
下
半
身
肥
満
）〜
女
性
に

多
く
、皮
膚
の
す
ぐ
下
に
脂
肪
が
溜
ま
る
。尻
や

太
も
も
な
ど
に
脂
肪
が
つ
く
。

  脂
肪
細
胞
の
働
き

　

脂
肪
細
胞
の
仕
事
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
る

貯
蔵
庫
の
役
割
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。身
体
の

働
き
を
調
節
す
る
役
割
を
も
つ
物
質（
生
理
活
性

物
質
）を
分
泌
す
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。こ
の
生

理
活
性
物
質
に
は
糖
尿
病
、脂
質
異
常
症
、高
血

圧
と
いっ
た
生
活
習
慣
病
や
動
脈
硬
化
を
促
進
さ

せ
る「
悪
玉
」と
、逆
に
こ
う
し
た
作
用
を
抑
制
す

る「
善
玉
」の
両
方
が
あ
り
ま
す
。

危
険
な
の
は「
内
臓
脂
肪
型
肥
満
」

　

内
臓
脂
肪
が
増
え
る
と
、生
理
活
性
物
質
の

「
悪
玉
」が
多
く
分
泌
さ
れ
、「
善
玉
」の
分
泌
が

減
って
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、内
臓
脂
肪
が
蓄
積
す

る
の
は
脂
肪
の
貯
蔵・運
搬
を
つ
か
さ
ど
る
肝
臓
の

そ
ば
で
あ
り
、分
解
さ
れ
た
脂
肪
が
肝
臓
に
流

れ
、脂
質
異
常
症
や
高
血
糖
な
ど
が
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

太
っ
て
い
る
こ
と
自
体
が
悪
い
の
で
は
な
く
、内

臓
脂
肪
の
蓄
積
が
問
題
な
の
で
す
。

内
臓
脂
肪
は
ど
の
く
ら
い
増
え
る
と
悪
さ
を
す

る
の
？

　

C
T
で
へ
そ
の
辺
り
の
断
面
図
を
見
た
と
き
、

内
臓
脂
肪
面
積
が
男
女
と
も
1
0
0
㎠
を
超
え

る
と
生
活
習
慣
病
に
関
わ
る
諸
検
査
の
項
目
が

異
常
値
に
な
る
こ
と
か
ら
、内
臓
脂
肪
が
過
剰
蓄

積
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
基
準
と
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
内
臓
脂
肪
面
積
1
0
0
㎠
に
相
当
す
る

の
が
ウ
エ
ス
ト
周
囲
長（
男
性
85㎝
、女
性
90㎝
）で

す
。女
性
は
皮
下
脂
肪
が
多
い
傾
向
に
あ
る
た
め

値
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、男
女
と
も
基
準

を
超
え
て
き
た
ら
内
臓
脂
肪
が
増
え
て
い
る
こ
と

を
意
識
し
、生
活
を
振
り
返
って
み
て
く
だ
さ
い
。

管
理
栄
養
士　

南　

綾
香

背中側

背中側

おなか側

おなか側

皮下脂肪

内蔵脂肪

ゆうばり小学校資料室　２階

夕張中学校資料室　３階

CTによる腹部断面図

内蔵脂肪型肥満

皮下脂肪型肥満

ゆ
う
ば
り
小
学
校
と
夕
張
中
学
校
の
資
料
室
を
開
放
し
て
い
ま
す

肥
満
と
は
？
②
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沼
ノ
沢
保
育
園
で

　
一
時
預
か
り
事
業
を

　
　
　

実
施
し
て
い
ま
す

子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が

　
　
　
　

完
成
し
ま
し
た

ど
さ
ん
こ・子
育
て

　
　
　
　
　
　

特
典
制
度

個
人
事
業
税
の

　
　
　
　

納
期
に
つ
い
て

　

沼
ノ
沢
保
育
園
で
は
、定
員
に
余
裕

が
あ
る
場
合
に
限
り
、保
育
園
を
利
用

し
て
い
な
い
家
庭
の
保
護
者
の
短
期
的

な
就
労
、傷
病
や
冠
婚
葬
祭
、私
的
な

理
由
な
ど
に
よ
る
子
ど
も
の一
時
預
か

り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
児
童　

保
育
園
を
利
用
し
て
い

な
い
満
１
歳
か
ら
就
学
前
で
、一
時
的
に

保
育
の
必
要
が
あ
る
児
童

実
施
施
設　

沼
ノ
沢
保
育
園（
定
員

に
余
裕
が
あ
る
場
合
の
み
）

利
用
期
間　

月
曜
日
〜
土
曜
日（
保

育
園
の
都
合
で
休
み
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）

利
用
限
度　

原
則
と
し
て
ひ
と
月
10

日
以
内
と
し
ま
す
。

理
由
別
限
度

◆
短
期
的
な
就
労
な
ど　

月
10
日
以

内◆
傷
病
や
冠
婚
葬
祭
な
ど　

月
７
日

以
内

◆
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
私
的
理
由　

月

３
日
以
内

※
市
外
居
住
者
で
市
内
の
祖
父
母
宅

で
里
帰
り
出
産
を
さ
れ
る
方
は
、事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
育
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後
４
時

利
用
方
法　

事
前
に
登
録
申
請
、利

用
申
請
が
必
要
で
す
。リ
ー
フ
レ
ッ
ト

と
申
請
書
は
、市
子
ど
も・
子
育
て
支

援
係
、南
支
所
、沼
ノ
沢
保
育
園
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
子
ど
も・子
育
て
支
援

係　
　
　
　
　
　

☎
52
―
3
1
6
8

　

昨
年
度
か
ら
作
成
を
進
め
て
き
た

「
夕
張
市
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク　

ゆ

う
ば
り
っ
こ
」が
完
成
し
、学
校
や
保
育

園
な
ど
を
通
じ
て
子
ど
も
の
い
る
世
帯

に
配
布
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、す
で
に
市

内
各
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。多
く
の

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供
な
ど
を
い
た

だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

配
布
場
所　

市
本
庁
舎
１
階・市
子
ど

も・子
育
て
支
援
係・市
保
健
係・市
市

民
係・南
支
所・各
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

◆
表
紙
イ
ラ
ス
ト
の
展
示
に
つ
い
て

　

９
月
か
ら
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
活
用
し

た
イ
ラ
ス
ト
の
展
示
を
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
、展
示
場
所
の
募
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。詳
し
く
は
折
込
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
子
ど
も・子
育
て
支
援

係　
　
　
　
　
　

☎
52
―
3
1
6
8

　

北
海
道
で
は
、全
道
各
地
の
企
業
・

施
設
の
方
々
と
共
に
社
会
全
体
で
子

育
て
家
庭
を
応
援
す
る
取
組
と
し
て
、

「
ど
さ
ん
こ・子
育
て
特
典
制
度
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、妊
娠
中
の
方
、も
し

く
は
、小
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る

世
帯
が
子
ど
も
と
同
伴
で
買
い
物
や

施
設
な
ど
を
利
用
す
る
際
に
、特
典
カ

ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
で
協
賛
店
舗

か
ら
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

子
育
て
を
応
援
す
る
取
り
組
み
で
す
。

対
象
者　

妊
娠
中
の
方
や
小
学
生
ま

で
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯（
妊
婦
の
み

だ
と
対
象
外
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

配
布
方
法　

母
子
健
康
手
帳
交
付
時

に
配
付
し
ま
す
。

○
市
内
で
利
用
で
き
る
店
舗
と
特
典

内
容

レ
ー
ス
イ
の
湯  

日
帰
り
温
泉
入
浴
料

優
待 

大
人
7
0
0
円
↓
6
2
0
円
、

子
ど
も
3
8
0
円
↓
3
1
0
円

石
炭
博
物
館  

（
妊
婦
の
み
の
利
用
も

可
）、見
学
料（
個
人
） 

市
内
一
般（
中

学
生
以
上
）1
0
0
円
↓
無
料
、市
外

一
般（
中
学
生
以
上
）6
0
0
円
↓

3
0
0
円
、市
外
小
学
生
2
0
0
円

↓
1
0
0
円
※
市
内
の
小
学
生
以
下

お
よ
び
市
内
外
の
幼
児
は
通
常
無
料

西
野
回
陽
堂  

学
童
用
品
購
入
の
際
、

Ａ
４
ク
リ
ヤ
ー
ホ
ル
ダ
ー
１
枚
プ
レ
ゼ
ン
ト

○
道
内
で
利
用
で
き
る
店
舗
と
特
典

内
容

　

北
海
道　

結
婚・妊
娠・出
産・育
児

総
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｋ
Ｕ

Ｍ
Ｕ（
ハ
グ
ク
ム
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.hokkaido.lg.jp/

hf/km
s/hagukum

u.htm
l

協
賛
店
募
集

　

市
で
は
、協
賛
店
、企
業
、施
設
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
子
ど
も・子
育
て
支
援

係　
　
　
　
　
　

☎
52
―
3
1
6
8

　

個
人
事
業
税
第
１
期
の
納
期
は
８

月
31
日
で
す
。納
税
通
知
書
は
８
月
10

日
に
第
１
期（
８
月
末
日
納
期
）と
第

２
期（
11
月
末
日
納
期
）が
あ
わ
せ
て

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、納
期
限
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

空
知
総
合
振
興
局
納
税

課　

☎
0
1
2
6
―
20
―
0
0
5
5

生 活 保 護 世 帯
市民税非課税世帯
そ の 他 の 世 帯
希 望 者 の み 給食・おやつ代　300円（白米持参）

４時間以内 ４時間超（１日） ４時間以内 ４時間超（１日）
０円 ０円 ０円 ０円

1,000円 2,000円 700円 1,400円
1,500円 3,000円 1,000円 2,000円

１・２歳児
利用料など

区　　分
３歳児以上
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児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の

　
　
　
　

 

提
出
に
つ
い
て

生
活
福
祉
係
よ
り
お
知
ら
せ

　

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
の
方（
支

給
停
止
中
の
方
も
含
む
。）は
、毎
年
８

月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
届
け
は
、毎
年
８
月
１
日
時
点

の
状
況
を
記
入
し
、８
月
以
降
引
き
続

き
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
要

件
に
あ
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。受
給
者
の
方
に
は
、８
月
上
旬

に
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て
案
内
を
送

付
し
ま
す
の
で
、期
日
ま
で
に
必
要
書

類
を
添
付
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。※こ

の
届
け
が
な
い
と
８
月
分
以
降
の

手
当
が
受
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。未
提
出
の
ま
ま
２
年
が

経
過
す
る
と
、時
効
に
よ
り
受
給
資
格

が
消
滅
し
ま
す
。

※
郵
送
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、受
給
資
格
者
本
人
が
窓
口
へ
お
越

し
の
う
え
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
に
必
要
な
も
の

◆
現
況
届

◆
児
童
扶
養
手
当
証
書（
全
部
支
給

停
止
の
方
は
不
要
で
す
。）

◆
同
意
書

◆
養
育
費
に
関
す
る
申
告
書

◆
印
鑑（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

◆
そ
の
他
受
給
者
の
状
況
に
応
じ
た

必
要
書
類（
該
当
す
る
方
の
み
）

◆
平
成
29
年
１
月
１
日
時
点
で
夕
張

市
以
外
に
住
民
登
録
が
あ
っ
た
方
は
、

住
民
票
の
あ
っ
た
市
町
村
発
行
の
平
成

28
年
分
の
所
得
証
明
書

提
出
期
限　

８
月
31
日

提
出
先　

市
子
ど
も・子
育
て
支
援
係

ま
た
は
南
支
所

児
童
扶
養
手
当
の
制
度
に
つ
い
て

　

母
子・父
子
家
庭
な
ど
の
支
援
の
た

め
に
、次
の
支
給
要
件
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父

母
、ま
た
は
養
育
者
に
対
し
、児
童
が

18
歳
に
な
っ
た
後
の
最
初
の
３
月
31
日

（
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
が
い
の
あ

る
場
合
は
20
歳
未
満
）ま
で
児
童
扶
養

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
要
件

◆
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た

◆
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た

◆
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
者

◆
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明

◆
父
ま
た
は
母
か
ら
１
年
以
上
遺
棄

◆
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁

◆
母
が
未
婚

　

次
の
よ
う
な
場
合
、手
当
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

◆
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い

◆
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ
た
と
き
、

ま
た
は
児
童
福
祉
施
設
な
ど（
通
園

施
設
を
除
く
。）に
入
所
し
て
い
る
と

き◆
児
童
が
、手
当
の
請
求
者
で
は
な
い

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
る
と
き（
父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定

め
る
程
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
場

合
を
除
く
。）

◆
婚
姻
の
届
け
出
は
し
な
く
て
も
事

実
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る
と
き（
父
ま

た
は
母
に
限
る
。）な
ど

手
当
額　

受
給
者
や
同
居
す
る
扶
養

義
務
者
の
所
得
に
よ
り
、支
給
さ
れ
る

手
当
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。所
得
に
よ

り
手
当
額
の一部
や
全
額
が
支
給
停
止

（
減
額
）さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、毎
年
の
消
費
者
物
価
指
数
の

変
動
に
応
じ
て
手
当
額
が
改
定
さ
れ

ま
す
。

全
額
支
給
の
場
合　

児
童
１
人
に
つ

き
月
額
4
2
、2
9
0
円（
平
成
29
年

４
月
分
か
ら
）

第
２
子
の
加
算
額　

月
額
9
、9
9
0

円第
３
子
以
降
の
加
算
額　

月
額
5
、

9
9
0
円

一
部
支
給
の
場
合（
所
得
に
応
じ
て
決

定
）

◆
児
童
１
人
に
つ
き
月
額
4
2
、

2
8
0
円
〜
9
、9
8
0
円

◆
第
２
子
加
算
額　

月
額
9
、9
8
0

円
〜
5
、0
0
0
円

◆
第
３
子
以
降
加
算
額　

月
額
5
、

9
8
0
円
〜
3
、0
0
0
円

公
的
年
金
と
の
併
給
に
つ
い
て　

公

的
年
金
な
ど
を
受
給
さ
れ
る
方
は
、年

金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い

場
合
に
、そ
の
差
額
分
を
児
童
扶
養
手

当
と
し
て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◆
所
得
状
況
届
を
忘
れ
ず
に

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
、特
別
障
害

者
手
当
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
方
は

「
所
得
状
況
届
」の
提
出
が
必
要
で

す
。届
け
出
を
し
な
い
と
受
給
資
格
が

あ
っ
て
も
８
月
分
以
降
の
手
当
を
受
給

で
き
ま
せ
ん
の
で
、忘
れ
ず
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
に
は
手
続
き
方
法
な
ど
に

つい
て
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

提
出
期
限　

８
月
25
日

提
出
先　

市
生
活
福
祉
係
ま
た
は
南

支
所

※
届
け
出
の
際
は
手
当
証
書（
特
別

児
童
扶
養
手
当
の
み
）、印
鑑
を
持
参

く
だ
さ
い
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当・特
別
障
害

者
手
当
な
ど
の
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

  

20
歳
未
満
で
、精
神
ま
た
は
身
体
に

障
が
い
を
有
す
る
児
童
を
家
庭
で
監

護・養
育
し
て
い
る
父
母
な
ど
に
支
給

し
ま
す
。

１
級　

月
額  

5
1
、4
5
0
円

２
級　

月
額  

3
4
、2
7
0
円

○
特
別
障
害
者
手
当
な
ど

※
特
別
障
害
者
手
当

  

20
歳
以
上
で
、精
神
ま
た
は
身
体
に

著
し
く
重
度
の
障
が
い
を
有
す
る
た

め
、日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
在

宅
の
方
に
支
給
し
ま
す
。

月
額  

2
6
、8
1
0
円

※
障
害
児
福
祉
手
当

  

20
歳
未
満
で
、精
神
ま
た
は
身
体
に

重
度
の
障
が
い
を
有
す
る
た
め
、日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要
と

す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の
方
に
支
給

し
ま
す
。

月
額  

1
4
、5
8
0
円

※
手
当
額
は
８
月
１
日
現
在
の
も
の
で

す
。施
設
入
所
や
所
得
に
よ
る
制
限
な

ど
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係

☎
52
―
1
0
5
9

手
続
き
に
つ
い
て　

児
童
扶
養
手
当

の
該
当
に
な
る
方
は
、問
合
せ
く
だ
さ

い
。対
象
者
で
も
申
請
し
な
い
と
児
童

扶
養
手
当
の
受
給
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
教
育
課
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
係　
　

 

☎
52
―
3
1
6
8
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平
成
29
年
度

　

北
海
道
排
水
設
備
工
事

　
　
　

  

責
任
技
術
者
試
験

平
成
29
年　

市
営
住
宅

第
３
回
一
般
公
募
入
居
者
募
集

民
生
委
員・児
童
委
員
の

　
　
　

委
嘱
の
お
知
ら
せ

教
育
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
大
学
通
信
教
育
秋
期

　

合
同
入
学
説
明
会
」開
催

と
き・と
こ
ろ  

10
月
26
日　

岩
見
沢
市
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ 

10
月
27
日　

札
幌
市
社
会
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

受
付
期
間　

８
月
24
日
〜
９
月
４
日

申
込
方
法　

市
上
下
水
道
課
に
あ
る

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

手
数
料　

７
、0
0
0
円

※
詳
細
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
上
下
水
道
課

☎
52
―
3
1
5
2

入
居
資
格

　

政
令
で
定
め
る
収
入
の
基
準
を
満

た
す
方
、地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

方
、住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
な
ど
。ま

た
、す
で
に
市・道
営
住
宅
に
入
居
し
て

い
る
方
で
、お
風
呂
が
な
い
方
や
世
帯

構
成
員
が
増
減
し
た
方
な
ど
特
別
な

事
情
が
あ
り
、住
替
え
の
条
件
を
満
た

す
方
。

応
募
期
間  

８
月
１
日
〜
10
日 

（
土
日
を
除
く
）

申
込
方
法　

本
人
が
市
役
所
３
階
建

築
住
宅
係
ま
た
は
南
支
所
に
、関
係
書

　

各
大
学
、大
学
院
、短
期
大
学
別
の

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、参
加
者
は
希

望
す
る
大
学
の
教
職
員
か
ら
講
義
内

容
、学
習
方
法
、受
講
手
続
な
ど
に
つ
い

て
直
接
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。参
加
無
料
。

※
詳
細
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ　

９
月
２
日　

午
前
11

時
〜
午
後
４
時　

ア
ス
テ
ィ
45
ビ
ル　

４
階
ア
ス
テ
ィ
ホ
ー
ル（
札
幌
市
中
央

区
北
４
条
西
５
丁
目
）

対
象
者　
一般
及
び
高
校
生

問
合
せ
先　
（
公
財
）私
立
大
学
通
信

教
育
協
会

☎
03
―
3
8
1
8
―
3
8
7
0

◆
絵
手
紙
作
品
展

　

市
内
の
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル・コ
ス
モ
ス

に
よ
る
作
品
展
で
す
。

と　

き　

８
月
１
日
〜
24
日

◆
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
作
品
展

　

セ
ン
タ
ー
に
通
所
さ
れ
て
い
る
方
の

手
芸
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

８
月
29
日
〜
9
月
27
日

い
ず
れ
の
展
示
も

と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
あ

ず
ま
し
い
」市
役
所
２
階

※
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
30
分

（
市
役
所
開
庁
時
間
）、観
覧
は
無
料

で
す
。

　

新
た
に
民
生
委
員・児
童
委
員
を
委

嘱
し
ま
し
た
。

○
清
水
沢
清
陵
町
二
区
地
区

鈴
木　

美
恵
子　

☎
59
―
3
9
2
3

　

委
嘱
年
月
日　

平
成
29
年
５
月
９

日
付

　

民
生
委
員・児
童
委
員
は
、厚
生
労

働
大
臣・北
海
道
知
事
か
ら
委
嘱
を
受

け
、私
た
ち
の
地
域
を
暮
ら
し
や
す
い

も
の
に
す
る
た
め
に
、様
々
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。市
内
に
は
委
員

が
合
計
54
人
、地
域
で
最
も
身
近
な
相

談
・
支
援
者
で
す
。気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
生
活
保
護
係

☎
52
―
3
1
7
7

類（
申
込
用
紙
、印
鑑
、入
居
者
全
員

分
の
住
民
票
と
収
入
証
明
な
ど
）を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

持
参
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は

郵
送
に
よ
る
提
出
も
受
け
付
け
し
ま

す
。※
８
月
10
日
必
着
。

　

応
募
者
が
複
数
と
な
っ
た
場
合
は

抽
選
に
て
決
定
し
ま
す
。（
８
月
14
日

予
定
）

　

当
選
者
は
、入
居
資
格
審
査
を
受

け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
建
築
住
宅
係

☎
52
―
3
1
1
9

改 良

改 良

改 良

公 営

賃 貸

公 営

公 営

本 町

末 広

末 広

平 和

宮 前

南清水沢

平 和

栄

恵３

翔９

K61-１

憩２

歩３

夢３

２ＬＤＫ

２LＤＫ

２ Ｄ Ｋ

２ＬＤＫ

２ＬＤＫ

３ＬＤＫ

２ＬＤＫ

３階(ｴ)

５階(ｴ)

１階

２階

３階(ｴ)

１階

３階

１

１

１

１

１

１

１

一般世帯枠
住宅に

困っている方対象

二人以上世帯枠
住宅に困っている
二人以上の世帯対象

東日本大震災
避難者世帯枠
夕張市内の民間賃
貸住宅、雇用促進
住宅に入居してい
る避難者世帯対象

募 集 枠 種 別 地 区 住 棟 間 取 階情報 戸 数

※募集住戸及び募集枠については変更する場合があります。
※階情報に(ｴ)が付いているものは、エレベータ付の住宅です。
※二人以上世帯枠に申込みをお考えの方は事前にご相談ください。

問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

広報ゆうばり　2017年8月号 12



介
護
予
防
！

ゆ
う
ば
り
脳
ト
レ
運
動
教
室

脳
ト
レ
運
動
教
室

　
　

 

体
力
測
定
準
備
講
座

出
産
や
手
術
で

  　
　

大
量
出
血
し
た
方
へ

や
さ
し
い
精
神
保
健

　
　
　
　
　
　

基
礎
講
座

　

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、い
つ
ま
で
も

自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
、体
力
向

上
の
た
め
の
軽
運
動
と
認
知
機
能
を

維
持
向
上
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

専
門
の
講
師
が
実
施
し
ま
す
。今
後
の

実
施
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。該
当

月
に
は
改
め
て
掲
載
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
開
催
初
日
の
１

　

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
は
さ
れ
ま

し
た
か
？

　

止
血
な
ど
の
治
療
で
使
用
さ
れ
た

特
定
の
医
薬
品
に
よ
り
感
染
し
た
こ

と
が
判
明
し
た
場
合
、給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

給
付
金
を
受
け
る
に
は
、平
成
30
年

１
月
15
日
ま
で
に
裁
判
を
起
こ
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

厚
生
労
働
省

☎
03
―
5
2
5
3
―
1
1
1
1

〜
こ
こ
ろ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜

　

地
域
住
民
を
対
象
に
、精
神
保
健
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、精
神
保
健

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
心
の
健
康
、ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、講
座

を
開
催
し
ま
す
。参
加
費
無
料
。

と　

き　

９
月
６
日
〜
10
月
４
日
の

毎
週
水
曜
日　

午
後
６
時
30
分
〜
８

時
30
分

と
こ
ろ　

岩
見
沢
広
域
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー（
岩
見
沢
市
11
条
西
３
丁
目
）

定　

員　

20
名
程
度

申
込
期
限　

８
月
18
日

申
込
・
問
合
せ
先　

南
空
知
精
神
保

健
協
会
事
務
局

☎
0
1
2
6
―
20
―
0
1
2
2

週
間
前
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
下

さ
い
。

　

定
員
記
載
の
会
場
に
つ
い
て
定
員
を

超
え
る
場
合
、会
場
近
隣
地
域
の
方
、

初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
を
優
先
と
し

ま
す
。

申
込・問
合
せ
先   

市
保
健
係

☎
52
―
3
1
0
6

　

８
月
末
か
ら
実
施
す
る
脳
ト
レ
運

動
講
座
で
、体
力
測
定
を
実
施
し
ま

す
。専
門
講
師
が
中
心
と
な
り
実
施

し
ま
す
が
、協
力
者
が
必
要
と
な
り
ま

す
。こ
の
協
力
者
向
け
の
準
備
講
座
を

開
催
い
た
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。参
加
費
無
料
。

対　

象　

過
去
に
運
動
普
及
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
さ
れ
た
方
、運

動
自
主
サ
ー
ク
ル
参
加
者
、そ
の
他
講

座
に
関
心
興
味
の
あ
る
方

と　

き　

８
月
28
日　

午
後
１
時
15

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
２
階

申
込
期
限　

８
月
21
日

定　

員　

30
名
程
度

申
込・問
合
せ
先　

市
保
健
係

☎
52
―
3
1
0
6

会　　場 日　　程 開催時間

平成29年８月29日（火）

平成29年９月12日（火）

平成29年９月19日（火）

平成29年８月29日（火）

平成29年９月12日（火）

平成29年９月19日（火）

平成29年９月26日（火）

平成29年10月24日（火）

平成29年９月26日（火）

平成29年10月24日（火）

平成29年10月11日（水）

平成29年10月25日（水）

平成29年11月１日（水）

平成29年10月11日（水）

平成29年10月25日（水）

平成29年11月１日（水）

平成29年10月31日（火）

平成29年11月７日（火）

平成29年10月12日（木）

平成29年10月31日（火）

平成29年11月７日（火）

平成29年11月14日（火）

平成29年11月22日（水）

（曜日が異なります）

平成29年11月14日（火）

平成29年11月22日（水）

（曜日が異なります）

平成30年１月22日（月）

平成30年２月５日（月）

平成30年１月22日（月）

平成30年２月５日（月）

清栄生活館

南部コミュニティ
センター

清陵町
さわやかホール
末広集会所
（定員20人）

楓集会所
（定員20人）

老人福祉会館

栄団地集会所

真谷地６区集会所

紅葉山会館

清水沢生活館

沼ノ沢
農業研修センター

南清水沢生活館

午前10：00～11：30

午 後１：3 0 ～ 3：0 0

午前10：00～11：30

午 後１：3 0 ～３：0 0

午前10：00～11：30

午 後１：0 0 ～２：3 0

午前10：00～11：30

午前10：00～11：30

午 後１：3 0 ～３：0 0

午前10：00～11：30

午 後１：3 0 ～３：0 0

午前10：00～11：30

午 後１：3 0 ～３：0 0

※当日の受付は開催30分前からです。
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夕
張
市
職
員
採
用
試
験

「
高
齢
者・障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

働
き
方
改
革
推
進
に

　
　
　
　

向
け
た
説
明
会

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　

建
退
共
制
度

北
海
道
警
察
官
募
集

高校生夕張キャンプ2017

　

平
成
30
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の

市
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

◆
一般
事
務
職
員

募
集
内
容　

 
一般
事
務
職

受
験
資
格　

次
の
各
項
目
に
該
当
し

な
い
方
で
、採
用
後
、夕
張
市
に
居
住

可
能
な
方
。

◇
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

◇
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

◇
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、そ
の

執
行
を
終
わ
る
ま
で
、ま
た
は
そ
の
執

行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の

者◇
そ
の
他
地
方
公
務
員
法
第
16
条

（
欠
格
条
項
）に
該
当
す
る
方

受
験
区
分

◇
上
級　

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
を
卒
業（
平
成
30
年
３
月
卒

業
見
込
み
を
含
む
）し
て
い
る
方
、ま
た

は
こ
れ
に
相
当
す
る
と
市
長
が
認
め
る

方◇
初
級　

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、学
校
教
育
法
に
よ

る
短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校
、高
等

学
校
を
卒
業（
平
成
30
年
３
月
卒
業

見
込
み
を
含
む
）し
て
い
る
方
、ま
た
は

こ
れ
に
相
当
す
る
と
市
長
が
認
め
る

方採
用
人
員　

若
干
名

申
込
期
限　

８
月
25
日（
郵
送
の
場
合

も
、８
月
25
日
午
後
５
時
30
分
必
着
）

第
一
次
試
験
日　

９
月
17
日

第
一
次
試
験
場
所　

夕
張
中
学
校（
夕

張
市
南
清
水
沢
３
丁
目
63
番
地
）

試
験
科
目  

第
一
次
試
験　
一
般
教
養
、職
業
適
性

試
験

第
二
次
試
験　

面
接
な
ど
。詳
細
は

第
一
次
試
験
合
格
者
に
対
し
て
通
知
。

申
込
方
法　

履
歴
書（
指
定
の
も
の

で
、６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を

添
付
）、卒
業
証
明
書（
卒
業
見
込
証

明
書
）、返
信
用
封
筒（
長
形
40
号
ま

た
は
長
形
３
号
に
、返
信
先
を
記
載
し

82
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）を
添
え
て

市
総
務
係（
本
庁
舎
４
階
）に
持
参
、

ま
た
は
郵
送
。

※
詳
細
な
ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込・問
合
せ
先　

市
総
務
係

☎
52
―
3
1
7
0

　

働
き
方
改
革
の
実
行
を
推
進
す
る

た
め
、非
正
規
労
働
者
の
無
期
転
換
ル

ー
ル
や
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
改
正

育
児・介
護
休
業
法
な
ど
に
関
す
る
説

明
会
を
札
幌
な
ど
道
内
７
カ
所
で
開

催
し
ま
す
。詳
細
は
、北
海
道
労
働
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

　

建
退
協
制
度
は
、中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働

者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む

中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、事
業
主
の
方
々
が
、労

働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
け
金

試
験
日　

９
月
17
日

試
験
区
分　

Ａ
区
分　

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

な
ど
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の

も
の

Ｂ
区
分　
Ａ
区
分
以
外
の
方（
短
大
卒

業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
、高
校
卒
業

ま
た
は
見
込
み
な
ど
）

受
験
資
格　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者（
Ａ・Ｂ
区
分
共
通
）

受
付
期
限　

８
月
28
日

※
栗
山
警
察
署
で
申
込
書
を
配
布
し

て
い
ま
す
。詳
細
は
問
合
せ
先
、ま
た

は
近
く
の
交
番・駐
在
所
に
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

栗
山
警
察
署
警
務
係

☎
0
1
2
3
―
72
―
0
1
1
0

　

虐
待
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
、高
齢
者
や

障
が
い
者
の
人
権
に
関
す
る
悩
み
ご
と

や
心
配
ご
と
に
つ
い
て
、法
務
局
職
員

や
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
時
間
を
延

長
し
て
対
応
し
、解
決
に
導
き
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。

と　

き　

９
月
４
日
〜
10
日

平
日 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
、

土
曜・日
曜 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談・問
合
せ
先　

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
0
5
7
0
―
0
0
3
―
1
1
0

と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼

り
、そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く

こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退

職
金
を
支
払
う
と
い
う
、い
わ
ば
業
界

全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業
を
営

む
方

対
象
と
な
る
労
働
者　

建
設
業
の
現

場
で
働
く
人

掛　

金　

日
額
3
1
0
円

詳
細
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

建
退
共
北
海
道
支
部 

☎
0
1
1
―
2
6
1
―
6
1
8
6

北
海
道
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
部

指
導
課 

☎
0
1
1
―
7
0
9
―
2
7
1
5

高校生夕張キャンプ2017
夕張市では、北海道と東京都の高校生たちの健全育成を目
的に、平成24年度から「高校生夕張キャンプ」を実施していま
す。高校生たちによるバスケットボールの試合の観覧にぜひお
越しください。

「Ｈ29 ＳＯＳＥＩ ＣＵＰ14ｔｈ」にて、北海道14支部の高校
の強豪チームと東京都立の代表１チームがリーグ戦やトーナメ
ントを行うことにより、競技力向上を目指します。

●高校男子バスケットボール

と　き　８月７日～10日
ところ　ゆうばり文化スポーツセンター　ほか
参加校　東京都立城東高校、札幌創生高校　ほか

問合せ先
高校生夕張キャンプ実行委員会事務局 　☎52―3170
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夕酉市場で復活夕張メロン祭りが行われました。毎年恒例の模
擬競りや夕張メロン早食い競争、夕張夫妻の人間ばん馬など会
場は大いに盛り上がりました。

復活夕張メロンまつり　６月25日

夕張市農協青年部による食育授業。今年は圃場の
見学と、選果場の見学を行いました。

メロン学習　６月20日圃場見学
　　　　　  ７月４日　選果場見学ゆうばり小学校５・６年生を対象に水難事故防止教室

が行われました。

水難事故防止教室　７月10日
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夕
張
市
民
還
元

マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
ス
キ
ー
場

　
　
　
　

  

シ
ー
ズ
ン
券
販
売

マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
ス
キ
ー
場

　
　
　

ナ
イ
ト
ゴ
ン
ド
ラ
運
行

高
齢
者
囲
碁・麻
雀

　
　
　
　
　
　

将
棋
大
会

末広

山
内
　
錬
ち
ゃ
ん

平
成
26
年
２
月
17
日
生
ま
れ

れ
ん

料　

金　

大
人
3
0
、0
0
0
円
／

シ
ニ
ア・中
高
生
2
5
、0
0
0
円
／
小

学
生
2
0
、0
0
0
円

販
売
期
間　

７
月
〜
シ
ー
ズ
ン
中

購
入
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
夕
張

リ
ゾ
ー
ト
Ｈ
Ｐ
）、窓
口
販
売（
夏
季　

ホ
テ
ル
マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
１
Ｆ
フ
ロ
ン

ト
、冬
季　
マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
ス
キ
ー

場
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン
）

ス
キ
ー
場
営
業
期
間　

12
月
２
日
〜

平
成
30
年
４
月
８
日（
予
定
）

特　

典　

８
月
31
日
ま
で
の
ご
購
入
の

お
客
様
に
は
ラ
ン
チ
券
２
枚
、ド
リ
ン
ク

券
５
枚
プ
レ
ゼ
ン
ト

※
シ
ー
ズ
ン
券
の
発
送
は
11
月
上
旬
以

降
を
予
定
。

※
店
頭
で
の
お
求
め
の
際
は
夕
張
市

民
で
あ
る
証
明
書
を
要
提
示
。

※
天
候
お
よ
び
ゲ
レ
ン
デ
状
況
に
よ
り

営
業
期
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
合
せ
先　

マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
ス
キ

ー
場　

 　
　
　
　

☎
52
―
5
1
5
1

と
き・と
こ
ろ　

９
月
12
日　

午
前
10

時
30
分　

老
人
福
祉
会
館

競
技
方
法　

参
加
者
人
数
に
よ
り
別

に
定
め
ま
す
。

対
象
者　

市
内
に
住
む
60
歳
以
上
の

方（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

参
加
費　

無
料（
昼
食
は
各
自
で
用

意
）

申
込
方
法　

９
月
５
日
ま
で
に
電
話

ま
た
は
申
込
書
を
提
出
。

※
当
日
の
申
し
込
み
は
組
み
合
わ
せ
の

関
係
上
、受
付
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
せ
先　

夕
張
市
社
会
福

祉
協
議
会　
　
　

☎
56
―
6
0
0
4

人　口 8,557人(－36人)
　男 3,954人(－23人)
　女 4,603人(－13人)

世帯数 4,997世帯(－19世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
９
月
号
は
、

９
月
１
日
に
配
布
し
ま
す
。

〜
満
天
の
星
空
に
会
い
に
い
こ
う
〜

　
マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
ス
キ
ー
場
の
山
頂

の
展
望
台
か
ら
望
む
札
幌
方
面
の
夜

景
と
満
点
の
星
空
な
ど
幻
想
的
な
ひ

と
時
を
楽
し
め
ま
す
。晴
天
時
は
、午

後
９
時
頃
に
す
べ
て
の
照
明
を
消
し
て

星
空
観
察
会
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

８
月
27
日
ま
で

上
　
り　

午
後
８
時
〜
８
時
50
分

下
　
り　

午
後
９
時
20
分
〜
10
時

※
天
候
状
況
に
よ
り
運
行
時
間
の
変

更
ま
た
は
運
休
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。

料　

金

お
と
な　

１
、5
0
0
円

小
学
生　

8
0
0
円

※
未
就
学
児
無
料

問
合
せ
先　

マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
ス
キ

ー
場　

 　
　
　
　

☎
52
―
5
1
5
1

医療機関名

夕張市立診療所
☎52-4339
簗詰医院
☎59-7026

南清水沢診療所
☎59-7085
中條医院
☎58-2350

８月11日
（金）

×

×

×

×

８月12日
（土）

×

×

×

△

８月13日
（日）

×

×

×

×

８月14日
（月）

○

×

×

×

８月15日
（火）

○

×

×

×

８月16日
（水）

○

△

○

○

 

8月は北方領土返還要求強調月間です

択捉島

色丹島

歯舞群島
はぼまい

しこたん

くなしり

えとろふ

国後島

四
島（
し
ま
）の
未
来

　
　
　 

心
か
よ
わ
せ

　
　
　
　
　
　 

返
還
へ

お
盆
中
の
診
療
体
制

○
全
日
診
療 

△
午
前
診
療 ×

休
診

平成29年７月１日　現在
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